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南紀熊野の自然災害と先人の知恵

 

Geohazards and wisdom of ancestors in Nanki Kumano National

Geopark, Japan.
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　南紀熊野では、日本屈指の降水量と南海トラフでの沈み込みにより、豪雨や地震・津波の被害を受けてき

た。そこで、南紀熊野の自然災害と先人から受け継がれてきた記憶を紹介する。 

 

　①豪雨がもたらす災害 

 

　豪雨による洪水や土砂災害は地形的な要因により、同じ地域で繰り返し起こる。例えば新宮市熊野川町日足

（ひたり）地区は、頻繁に洪水が起こる。この日足という地名は、大雨が降ると水に浸る（ひたる）ことか

ら、地名が付いたとされる。その他にも洪水や土砂災害について想起させる地名が数多く存在する。ここでは

自然現象を地名とすることにより、昔の人たちが脅威に備えた歴史について紹介する。また、平地が少ない南

紀熊野では、農耕を行い、暮らしを守るための治水について紹介する。 

 

　②地震・津波がもたらす災害・津波伝承碑 

 

　南紀熊野は南海トラフでの地震の度に津波にも襲われてきた。ジオパークエリア沿岸の４町だけでも津波伝

承碑は２９基あり、そのうち２４基は津波の到達記録である。しかし津波により家屋への被害があっても、ま

た同じ場所に家屋を建設することは珍しくなかった。実際に津波伝承碑周辺にも現在も住み続けている場合は

多い。この津波伝承碑の分布と、地域の産業、そして2011年の東北地方太平洋沖地震以降の人々の暮らしに

ついて紹介する。
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